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第 9回大阪大学専門日本語教育研究協議会 
 

� � � � �   日時：2016 年 2 月 16 日（火）13:00～16:55（受付 12:40～） 
場所：大阪大学吹田キャンパス IC ホール 2 階 講義室 5 & 6        
主催：大阪大学国際教育交流センター 
 
第 9回大阪大学専門日本語教育研究協議会 
専門日本語教育における IT 活用の可能性 

 
総合司会 国際教育交流センター  准教授  西村 謙一 

 
 13：00～13：05  開会の挨拶   国際教育交流センター センター長   有川 友子 
               
  13：05～13：55  講演１：これが教師の生きる道？ -スマホ時代のことばと学習- 

フリーランス 角南 北斗 
13：55～14：05   休憩 

 
14：05～14：55  講演２：専門日本語学習支援ツールの開発と応用 
              -「Hinoki プロジェクト」をもとに- 

                  大阪大学大学院言語文化研究科 講師 Hodošček Bor 
 
14：55～15：45  報 告：大阪大学の日本語教育における IT利用の現状と課題 

    大阪大学国際教育交流センター日本語教育研究チーム 准教授 難波 康治 
 
15：45～16：00   休憩 
 

16：00～16：50  全体討論：専門日本語教育における IT 活用の可能性を考える 
司会 国際教育交流センター 准教授 大谷 晋也 

 
16：50～16：55  閉会の挨拶   国際教育交流センター 副センター長  村岡 貴子 

 
  

 
 

 
Twitterにて情報を発信しています。 

ハッシュタグ（＃oujsp9）をつけて、ご意見、感想、質問をどんどんツィートしてください！ 

Twitter から参加しよう！ 
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これまで本協議会においては、研究留学生に対する専門日本語教育に関連したテーマを種々
扱ってきました。議論の枠としては、ライティングのようにスキルに特化したものや、日本
語のレベル評価に焦点をあてたもの、キャリア形成や社会への橋渡しの観点から大学での教
育を広く捉え直したものなど、多岐にわたっています。 
 そのような過程を経て、今回の協議会においては、これまで特に重点的には取り扱われて
いなかった、専門日本語教育における IT を活用した学習や教育の方法を主要なテーマとし、
昨今著しい発達を遂げている多様な ITの活用について広く知見を共有し、今後の教育現場へ
の還元が行える議論を展開したいと考えています。 
 具体的には、まず Webデザイナーとして活躍する一方で、教育現場への ITサポートとし
て「NIHONGO e-な」「日本語でケアナビ」など様々なコンテンツ制作やアドバイスも行っ
てこられた角南北斗氏に、「これが教師の生きる道？ ̶スマホ時代のことばと学習̶」と題
し、専門日本語教育における IT利用について、デジタル・ネイティブと呼ばれる学習者にお
ける「ことば」や「学習」のパラダイムシフトに対応するという観点から講演をお願いしま
す。続く Hodošček Bor 氏には、本学大学院言語文化研究科着任以前より共同開発を進めて
こられた「あすなろ」「ナツメグ」など「Hinoki プロジェクト(https://hinoki-project.org/)」
の教育・学習支援についてお話しいただきます。さらに、国際教育交流センターの難波康治
准教授からは、これまで取り組んできた種々の IT 利用の日本語教育実践とともに、学習者支
援システム Okiniをご紹介いたします。 
 以上の講演の後、専門日本語教育における IT活用の可能性を考える全体討論を展開する予
定です。全体討論では、本協議会参加者がそれぞれの教育現場での IT活用やさまざまな実践、
その応用について問題点や課題を共有し、議論の結果が、今後の教育実践の充実とさらなる
研究の推進の一助となることを願っています。 
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第9回 大阪大学 専門日本語教育研究協議会　ー専門日本語教育におけるIT活用の可能性ー 

講演１）これが教師の生きる道？ ースマホ時代のことばと学習ー 
担当：角南 北斗 

概要 
スマホの普及は、私たちの暮らしのIT化を急速に進めています。教育現場では長らく「活用の可能
性を探るもの」として捉えられてきたITは、今の学習者にとっては「当たり前に存在する道具」の
ひとつにすぎません。使うか使わないかではなく、道具としていかに使うかが、教師だけでなく
学習者にとっての課題であると言えるでしょう。 
この課題と向き合うには何が必要でしょうか。ついつい技術やオペレーションに目を奪われがち
ですが、それよりも重要なのは「ことば」や「学習」に対するパラダイムのシフトです。これまで
教師が代わりに行っていた「ことば」や「学習」のデザインを、学びの当事者である学習者にゆ
だね、教師はその支援をすること。それこそがスマホ時代における「教師の生きる道」ではない
かというのが、本セッションがみなさんに投げかける問いです。 

構成 
1. 自己紹介と本講演の立ち位置 
2. 専門日本語教育って簡単じゃなくない？ 
3. IT活用の可能性を探る、という時代の終わり 
4. 変わりゆく「行動・ことば・学習」と日本語教師 
5. どれがあなたの生きる道？ 

資料 
本講演で使用したスライドや、紹介した文献・サイトについては、 
下記URLにまとめています。後日の確認などにお使いください。 

http://sunamihokuto.com/oujsp9.html 
スライドPDFのパスワード：osaka 

発表者について 
角南 北斗（すなみ ほくと）。大阪在住のフリーランス。大阪大学で日本語教育を学び、博士前期
課程修了後にWeb制作者として活動を開始。当初は教育機関のWebサイト制作をすることが多かっ
たが、国際交流基金関西国際センターとの「日本語でケアナビ」プロジェクトを境に、IT教材の
開発が仕事の中心となる。日本語教育や情報教育の学会で発表を続けるほか、ITリテラシー、プ
レゼンテーション、飲食店開業支援などの授業も担当。猫が好き。 

ブログ：withcomputer.jp　　Twitter＆Gmail：shokuto@
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専門日本語学習支援
ツール䛾開発と応用

Hinokiプロジェクトをもとに

12016年2月16日　14:05-14:55

第9回大阪大学専門日本語教育研究協議会

ホドシチェク・ボル　／　Bor Hodošček
大阪大学大学院言語文化研究科言語情報科学講座（講師）

本発表䛾流れ

2

● Hinokiプロジェクト：日本語学習支援ツール
○ 読解学習支援

■ Asunaro（多言語対応日本語読解学習支援システム）

○ 作文作成支援
■ STJC（日本語科学技術論文コーパス）

■ Natane（日本語学習者作文コーパス）

■ Natsume（日本語共起語検索システム）

■ Nutmeg（日本語作文推敲支援システム）

● まとめと今後䛾発展

Hinokiプロジェクト䛾チーム紹介
● 現在䛾共同研究者

○ 仁科　喜久子（東京工業大学名誉教授）

○ 阿辺川　武　（国立情報学研究所特任准教授）

○ 八木　豊　　（㈱ピコラボ）

3

Hinokiプロジェクト䛾過去資料
過去にHinokiプロジェクトをまとめた資料

● 2012年『日本語学習者支援䛾構築』凡人社

● 2012年 “Japanese Learning Support Systems: Hinoki Project 

Report”, Acta Linguistica Asiatica 2 (3) （英語）

● 2013年 “Contextually Aware Writing Assistance System for 

Japanese”, Dissertation, Tokyo Institute of Technology
4

5

https://hinoki-project.org
アクセス

2014年まで東京工業大学留学生センターで運用。 2015年から大阪大学大学院言語文化研究科で運用。

6

1999〜2009

2008

開発期間

対象

研究者・教師向け

メンテナンス運用

開発中

読解

作文 2010

2012 日本語中・上級向け

日本語中・上級向け

日本語中・上級向け

主に上級者向け䛾
ツール開発
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Asunaro

7

多言語対応日本語読解学習支援システム

● 専門日本語教育に配慮

○ 読み上げ音声付き『やさしい科学技術日本語』

（教科書）をCoursewareとして格納

使用方法：

8多言語で䛾意味表示と文

䛾構造を可視化して理解を

促進するシステム

1. 読みたいも䛾をテキストボックスに入れる

2. 言語を選択する（英語、中国語、タイ語、マレー語、インドネシ

ア語）

3. 辞書で意味、構文表示で構文を確認する

多言語辞書・語義曖昧性解消機能 9DEMO

● 係り受け解析䛿CaboChaを使用している

● 分かち書きだけでなく複合要素䛾意味検索

もできる

● 意味概念䛿EDR電子化辞書が基準

構文（係り受け）表示機能
10

Javaアプレット䛾ため、再
生できない環境が多い

DEMO

まとめ

Asunaro

11

特に科学技術日本語䛾ため䛾読解を支援している。構

文䛾可視化と多言語辞書で䛾意味表示が特徴。

構文䛾可視化機能を更新し他䛾システムで使用できる

ようにする（例え䜀、Natsume䛾例文表示）。

12

コーパスベースなら
専 門をレジスター䛾
観点から考える

専門日本語支援
ツール䛾特徴䛿
どこにある？

-7-



 

  

書き言葉、
フォーマルな場
面に不適切

実験なんという䛾䛿、やっ䜁りこれ䛿一緒にやらなくちゃいけな
い。(OM25_00003)

13

レジスター䛾選択が文表現に影響を与える

実験䛿共同研究として行なうべきも䛾である。

副詞⇒名詞
概念を限定する残す

フォーマルな類義語
文末・モダリティ形式

国会会議録䛾１文を科学技術論
文䛾レジスターに言い換えた
↓↓↓↓内容を固定したまま

作文作成支援を実現するデータ

14

大規模母語話者コーパスと学習者コーパス

日本語科学技術論文コーパス

15

Scientific and Technical Japanese Corpus (STJC)

日本語科学技術論文コーパス

16

学会 論文集・雑誌名 収集年 論文数 短単位数

土木学会 土木学会論文集（A, B, C, D） 2009~2010 117 789,398

日本化学会 日本化学会誌 2000~2002 184 708,269

日本医科大学医学会 日本医科大学医学会雑誌 2005 28 66,885

環境資源工学 環境資源工学 2005~2009 43 196,428

電気学会 電気学会論文誌 1987~1989 213 881,562

言語処理学会
自然言語処理 1994~2003 201 1,655,975

言語処理学会年次大会予稿集 1995~2013 4,079 18,943,140

総計 1987~2013 4,865 23,241,657

* 例文表示䛾利用許諾を得ている

母語話者コーパス

17

Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese (BCCW), Wikipedia

BCCWJとWikipedia日本語版

18

レジスター 収集年 文章数 短単位数

Yahoo!ブログ 2008 52,676 13,212,757

Yahoo!知恵袋 2005 91,445 12,088,127

国会会議録 1976~2005 159 5,600,649

広報紙 2008 354 4,739,306

新聞 2001~2005 1,473 1,036,285

書籍 1971~2005 22,058 70,472,742

検定教科書 2005 412 1,126,214

法律 1976~2005 346 1,206,481

白書 1976~2005 1,500 5,495,254

雑誌 2001~2005 1,996 5,114,752

韻文 1980~2005 252 237,685

● 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』

● レジスター（ジャンル）を豊富に収納

● 約100万語規模

● Natsume䛾例文表示に利用できるよう許

諾を得ている

● Wikipedia日本語版を利用する一番䛾理

由䛿データ量にある（2016年版で䛿

BCCWJ䛾約10倍）

● 校正が不十分なところがある

● CC BY-SAライセンス

-8-



 

 

  

Natane

19

日本語学習者作文コーパス

日本語学習者作文コーパス

20

● 日本語教師が誤用タグを用いて添削
○ 誤用タグ䛾分類䛿コーパスとともに形成してきた

● 作文収集（交渉）作業：大学学部生を対象
○ 東京工業大学
○ 中国・西安交通大学
○ 「インド・プネー市学習者コーパス」

● 作文データ䛾公開にあたって䛿、書面で学習者
一人䜂とり䛾許諾を得ている 

● 誤用䛾対象

○ 文章あるい䛿文䛾構成要素として何に該当するか

● 誤用䛾内容

○ ど䛾ような誤用を犯した䛾か、そ䛾内容を分類する

● 誤用䛾要因・背景

○ 犯した要因また䛿そ䛾背景を分類する

21

誤用種別䛾定義
22Slateによる添削（タグ付与）作業

23DEMO 24DEMO

-9-



25DEMO まとめ

Natane

26

誤りタイプ䛾分類が豊富で多角度から検索できる日本語

学習者作文コーパス。

誤り同定・訂正モデル䛾機械学習に十分な量と䛿言えな

い。

Natsume

27

日本語共起語検索システム

28

29DEMO 30DEMO

-10-



31DEMO 32

一般的

ステーキを食べる　

料理を作る　

慣用的

　ステーキをご馳走する

　料理を盛る

頻度、統計尺度による違い

類義語で検索・比較範囲を拡張

まとめ

Natsume

33

目的䛾ジャンルにおける一般的ないし慣用的共起表現

䛾検索から実例をみて用法䛾確認ができる。

誤っていると自覚しない表現について䛿支援できない。

作文作成環境と共起語検索環境が異なる。

Nutmeg

34

日本語作文推敲支援システム

作文作成時に自動で誤りを指摘、フィードバックを与えることで学

習者が自ら解決策を考えて直していく。

35

目的

Natsume䛾ジャンル別共起表現䛾データから科学技術論文にふさ

わしくないと思われる共起表現を同定する。

方法
作文支援䛾対象䛿「論文やレ

ポート」に限定

36

-11-



  

37
誤り指摘䛾例

最初に手がけた指摘

䛾種類：

● レジスター䛾選択

誤り

● 表記䛾ゆれ

DEMO 38DEMO
レジスター䛾選択誤り
に焦点を当てた

誤用判定を従来䛾共
起表現２パターンから
任 意䛾１〜４グラムま
で拡張している

指摘䛿するが、問題解
決䛿学習者に委䛽る

指摘が正しくても学習
者が正しく直せたか⇒　
詳細䛿論文へ

まとめ

Nutmeg

39

自覚しない誤りを指摘し、言語理解を促す。レジスター䛾

概念を導入し、専門的な作文作成を目指す。

誤り指摘䛾理由を詳しく述べ、修正候補を提示する足場

作りが必要か。指摘・候補䛾精度が重要。

まとめ

今後䛾展望

40

学習者が参照する表現に関する情報

語と語䛾関係
（共起関係情報）

語䛾意味
（辞書）

語と周辺文脈䛾関係
（実例、レジスター情報）

作文校正支援ツール䛾現状
● 英語を対象にした研究、サービスが多い
● CoNLL-2013 Shared Task: Grammatical Error Correction ＋ 2014, 2015（2015

䛿中国語䛾み）
● After the Deadline (LanguageTool)
● Grammarly

○ 科研費申請書からビジネスメールまであらゆる目的䛾レジスターが選択可能
○ ルールベースから機械学習ベース
○ ブラウザとワードにアドオンがあり、利用者が普段䛾ワークフロー䛾中で容易

に取り入れる
● Deep Grammar文法チェッカー

41

日本語校正支援ツール

● Chantokun
● Yahoo! Japan 校正支援

● Enno - 日本語䛾タイポ/変換ミス/誤字脱字エラーをチェック

● 文章䛾書き方をプロ並みにする話題䛾文章作成無料ツール10選
● textlint: The pluggable natural language linter
● マイクロソフトワード

● ジャストシステムズ䛾Just Right! 42
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「大阪大学の日本語教育における
IT利用の現状と課題」

大阪大学
国際教育交流センター(CIEE)

難波康治

2016. 2.16.
第9回 大阪大学専門日本語教育研究協議会
「専門日本語教育におけるIT活用の可能性」

1

なぜ取り組み始めたか？
1. 留学生(=日本語学習者)の増加
2. 最近の学習者の変化
- デジタルネイティブ第二世代？
- PCよりゲーム機に詳しい
- いつでも繋がっていたい
- Youtubeで独学？

2

量の増加（留学生数の増加）に
何らかの形で対応する必要

3

今後５年で1.8倍に？
H27年 2,142人 →  H32年 3,750人?

(H9年当時885人)

なぜ取り組み始めたか？
1. 留学生(=日本語学習者)の増加

4

���

���

なぜ取り組み始めたか？
・学習者の変化は当たり前

学習者はいつも「最新型」
私たちの相手はいつも１８歳

5

これまでやってきたこと
• 日本語レベルチェックシステム
• Web履修登録システム
• 日本語教育に特化した学内SNS ”Okini”
• いちょう基礎日本語（e-learning)
• Web漢字学習システム
• iOSアプリ ”Perfect Master Kanji”
• タブレットを利用した授業

6
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本日の内容（予定）
1. デジタルなんていらないーITは本当に必要か？
2. 学習者は何を使っている？
3. ITで授業は必要なくなる？
4. 事例紹介（１）
アナログとデジタルを併用した漢字学習プログラム

5. 事例紹介（２）
動画制作・配信を中心にした協同学習

6. 事例紹介（３）
Okini：LMSを簡単に

7

1. ITは本当に必要か？
①ホワイトボードで話し合いを記録
②ポスターセッションも魅力的
③デジタルと組み合わせれば・・・
＋カメラで超簡単Webリソース
＋Webサイトにアップロードで共有

8

全てをITで処理するのではなく、
授業ではアナログの方がよい場合も

9 10

1. ITは本当に必要か？
• 作文添削をネット上で

– SkitchとEvernoteで添削をIT化

11

1. ITは本当に必要か？

12
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1. ITは本当に必要か？
• タブレットを使うと・・・
Explain EverythingTM

または、
ShowMeTM

(iPadアプリ）
13

1. ITは本当に必要か？
• タブレットを使うと・・・

14

1. ITは本当に必要か？
• タブレットを使うと・・・
–簡単に教育ビデオを作ることができる。
–ネットを使って学生に配布
–Webの共有サイトにアップロードして、他の
人と共有できる。

15

1. ITは本当に必要か？
• ファイルをやりとりする必要性

LMSを使う必然性が出てくる

16

LMS = Lesson
Management
System

2. 学習者は何を使っている？

17

2. 学習者は何を使っている？
事例１）漢字学習
ü 辞書？
ü 電子辞書？
ü タブレット・スマートフォン？

18

よくある苦情
学生がスマホばか
りいじっている

-16-



2. 学習者は何を使っている？
Imiwa?

19

3. 学習者は何を使っている？
• Anki

20

2. 学習者は何を使っている？
事例２）読解・作文
・Google translation

21

• 反転授業(Flipped Classroom)
–サルマン・カーン(Salman Khan)
「ビデオによる教育の再発明」

3. ITで授業は必要なくなる？

22

• MOOCs▲

–Massive Open Online Courses
• 無料で参加できる大規模授業

– Edx, Coursera, Udacity, gacco etc.
–Open Courseware Consortium
• 日本オープンコースウェアコンソーシアム

– iTunesU、Podcast、TEDなど

3. ITで授業は必要なくなる？

23

JMOOC (gacco)
• Nihongo Starter
- 国際交流基金、放送大学が開発
- Facebook上で公開

24
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• MOOCsよりもYoutube？
–いろいろやってみました。⏏

• 上手な人がやればいい？
例：「旭文文創」⏏

対面授業をより「人間的」に！

3. ITで授業は必要なくなる？

25

アナログとデジタルを併用した
漢字学習プログラム

26

4. 事例紹介（１）

効果的な
学習システムの必要性

• 漢字圏・非漢字圏の学習者の漢字習得の差
• 受講生が多く、漢字の個別指導が困難
• 日本語の漢字の発音の習得
• クラス運営の効率化・予算措置の限界

大学の日本語教育における漢字学習

27

4. iOSアプリ利用漢字学習システム

テキストを読解しな
がら漢字の学習

Webからテストをダ
ウンロードして実施。
問題は、ランダムにい
れかわる。

28

4. iOSアプリ利用漢字学習システム

テキストを読解しな
がら漢字の学習

(1) 導入・説明

・
TAの活用 （要トレーニング）

• テキストを読解しながら，文脈の中で
漢字の学習

• Stroke order, Radicalsなどの
ストラテジー

• 個別指導、質問への対応

29

Perfect Master Kanji N5-N2 テキスト
（学内試用版）

まとまりのあるス
トーリーを読解す
る中で漢字を学習

必要に応じて意味
を解説。用法から
漢字を学習

30
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Perfect Master Kanji N5-N2

31発売元：ナウプロダクション（株）

☆漢字語1,125語（漢字1,023字を含む）を精選
☆6７のUnitで日本語能力試験N5からN2まで対応
☆文章を聞いたり読んだりして漢字の読み書きを学習
☆画面に表示される漢字をなぞって書き順の練習
☆合成音声により、オフラインでも全ての問題の音声
を聞くことが可能

Perfect Master Kanji N5-N2 の特長

32

動画制作・配信を中心とした
日本語授業

33

5. 事例紹介（２）
６．事例紹介（２）

1) Moodleを授業支援ツールとして利用し
た日本語授業(2005-2010)

2) Okiniを授業支援ツールとして利用した
日本語授業(2011-現在)

3) ビデオ制作・配信を中心とした日本語授
業(2010-現在）

34

� プロモーションビデオ作成（2010-現在）
学部１年生対象
大学ＰＶ（３分以内）や未来の商品PV（30秒）
を作成する「売り込もう」プロジェクト
• パーソナル・ブロードキャスティング
• 自己アピールの方法を学ぶ
• マーケティングの理論を応用

5. ビデオ制作・配信を中心とした
日本語授業

35

� プロモーションビデオ作成
• プロセス
- 各大学のＰＶを評価
- コンセプト作り（プロット、形式）
- ストーリーボード・脚本作り
- 練習（TTSとSTTを使用）
- ビデオ作り（撮影、編集）の技術

⇒それぞれの過程の中にIT支援を埋め込む

5. ビデオ制作・配信を中心とした
日本語授業

36
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TTSとSTT
• TTS (Text-to-Speech)
–テキストを読み上げてくれるアプリやWeb
サービス

–合成音声エンジン（Siriなど）
• SST (Speech-to-Text)
–音声入力をテキストに（Dragon Dictation)

今やスマホの基本機能となっているが・・・
37

など

5. ビデオ制作・配信を中心とした
日本語授業

ビデオ教材の作成
- 何に気をつけなければならなかったか？
� 機材の操作？
� 撮影技術？
� 内容の検討？

38

5. ビデオ制作・配信を中心とした
日本語授業

それより前にやることは？
①動画が必要な活動とはなに？
②ブレーンストーミング
③ストーリーを考える
④脚本を書く
⑤「絵コンテ」を作る
⑥脚本を修正する

39

5. ビデオ制作・配信を中心とした
日本語授業

Youtubeで配信
①動画の編集（明るさ、スタビライズ）
②字幕
③アノテーション

40

6. Okini: LMSを簡単に
① 自己表現活動中心の新たな基礎日本語のカリ
キュラムと教材の開発及びそれに関連する研
究

② 大学院生の研究活動及び各活動に関連する
ディスコースの研究とそれらに基づくアカデ
ミック・ライティングとアカデミック・オー
ラル・コミュニケーションのカリキュラムと
教材の開発及び実施と検証

③ 社会科学系を専門とする日本語教員による社
会科学日本語のカリキュラムと教材の開発的
研究

④ 日本語教育 IT 支援プラットフォームに関する
研究と同プラットフォームの開発

41

6. Okini: LMSを簡単に
• 全学対象LMS（WebCT®）の導入

✕ 正規科目でしか利用できない
✕ 機能が多すぎて複雑すぎ
✕ ユーザーインターフェースが悪くてわけわか
らな い →現在は改善

42
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6. Okini: LMSを簡単に

43

6. Okini: LMSを簡単に
• 自分だけの授業担当からプログラムの
コーディネートへ
–そのために必要だった「Okini」
–誰でも使えるLMS
–欲しい機能だけを欲しい画面で
–教師のコラボレーション

44

参考文献など
• 難波康治(2013)「高等教育レベルの学習者を対象と
したiPhoneアプリ利用日本語初・中級教育システ
ム」『日本デジタル教科書学会2013年度年次大会発
表原稿集』、pp.41-42.

• 難波康治・角南北斗・藤井正明 (2012)「日本の大学
における日本語教育・学習支援プラットフォーム
"Okini"の開発２」『国際日本語教育研究大会研究論
集(PDF版) 』

• 難波康治・角南北斗(2011)「大学での日本語教育を
支援するITプラットフォームのデザイン」『日本語教
育方法論研究会誌』、査読無Vol.18-1, pp. 41-51

45

参考文献など
• 難波康治(2010)「上級学習者を対象とする日本語
教育支援におけるIT利用の試み -Moodleを利用
した協同学習を中心に-」（単著）『国際日本語教
育研究大会論集(CD-ROM版)』

• 村上吉文「むらログ：日本語教師の仕事術」
(http://mongolia.seesaa.net/）

• 山田智久(2012)『日本語教師のためのTIPS 77 
ICTの活用』くろしお出版

46
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